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修理年度 概 要 

昭和 30(1955) りの門、太鼓櫓北方土塀、帯の櫓(同下石垣含む) の修理(昭和 27～)、帯郭櫓北方土塀、との一門、ト

の櫓、との四門東方・西方土塀の修理(昭和 28～)及びトの櫓南方土塀、との一門東方土塀、ちの門附旧番

所(同下石垣含む)、井郭櫓、井郭櫓南方土塀の修理(昭和 29～)完了。 

昭和 31～38 

(1956～1963) 

天守群（大天守、西小天守、乾小天守、東小天守、イ・ロ・ハ・ニの渡櫓、附台所の修理。 

昭和 37～38 

(1962～1963) 

折廻り櫓、備前門、水の一門、水の一門北方築地塀、水の一門西方土塀、イの渡櫓南方土塀、水の二門、

ニの櫓、ニの櫓南方土塀、水の五門南方土塀(昭和 31 年度に一時解体)、への門、への門東方・西方土塀

の修理。 

昭和 39(1964) 修理工事完成記念式典を備前丸にて開催。大天守旧礎石の保存工事(「天守の庭」整備)。 

 

表：昭和 48 年度～平成５年度までの国指定建造物の保存修理 

修理年度 国庫補助 工事内容 市単費 工事内容 

昭和 48(1973)   大天守 一重腰壁塗替 

昭和 49(1974)   帯の櫓 壁一部塗替 
   ロの櫓東方土塀 目地塗替、壁塗替 

第 １ 期 ２ヶ年計画    

昭和 50(1975) 菱の門南方土塀 解体修理（石垣含む）[調査・解体] リの一渡櫓 壁一部塗替 

昭和 51(1976) 菱の門南方土塀 解体修理（石垣含む）[復旧] 化粧櫓東方土塀
（指定外） 

目地塗替、壁塗替 

第 ２ 期 ２ヶ年計画    

昭和 52(1977)  乾小天守 懸魚、破風塗替 ロの西方土塀 目地塗替、壁塗替 
 ホの櫓 目地塗替   
 への渡櫓 北面瓦差替、目地塗替   

昭和 53(1978) イの渡櫓（重文） 丸瓦葺替、目地塗替、壁塗替 リの一渡櫓 壁一部塗替 
 ロの渡櫓（重文） 棟目地塗替 チの櫓 壁一部塗替 

 イの渡櫓（国宝） 目地塗替 にの門北方土塀 
（指定外） 

屋根解体修理、壁塗
替、狭間８ヶ所復元 

 東小天守 懸魚・破風塗替   

 にの門 瓦一部葺替(北面庇) 、目地塗替、壁塗替(北)、
土台取替(北)  

  

第 ３ 期 ２ヶ年計画    

昭和 54(1979)  菱の門 瓦一部葺替(北)、目地塗替、野地板取替、垂木一

部取替 

ルの櫓 壁一部塗替 

 菱の門東方土塀 東方瓦差替、目地塗替、垂木一部取替、壁塗替 大天守 懸魚一部塗替 

昭和 55(1980) 化粧櫓 目地塗替、懸魚・破風塗替 西の丸 仮設廊下 

 カの渡櫓 目地塗替 大天守 最上階東南壁塗替 
 ヌの櫓 瓦葺替(唐破風)、目地塗替、懸魚・破風塗替   
 ヨの渡櫓（東部､中

央部） 

瓦差替(堀側)、目地塗替、野地板取替   

第 ４ 期 ２ヶ年計画    

昭和 56(1981) ヨの渡櫓（西部） 瓦葺替[堀側中～西部取合]、目地塗替、野地板取
替 

塩櫓 壁一部塗替 

 タの渡櫓 目地塗替 大天守 堀側窓部分塗替 
 ヲの渡櫓 目地塗替   
 レの渡櫓 目地塗替、壁塗替(堀側)   

昭和 57(1982)  ワの櫓 目地塗替、壁塗替(東、北) との四門 目地塗替 
 カの櫓（半解体） 屋根全面修理(梁上解体)、壁塗替   

第 ５ 期 単年度計画    

昭和 58(1983) いの門 目地塗替、門錺金具修理 東小天守 壁塗替（東） 

 いの門東方土塀 目地塗替、壁塗替 塩櫓 腰壁塗替 

 ろの門 目地塗替、門錺金具修理   

 ロの櫓 目地塗替、壁塗替   

 ロの櫓西方土塀 目地塗替、壁塗替   

第 ６ 期 ４ヶ年計画    

昭和 59(1984)  大天守 一階壁一部塗替(南、西)   

 水五門南方土塀 目地塗替、壁・軒一部塗替、水の四門錺金具修理、
木部一部補修 

  

 りの門 目地塗替、木部補修、門錺金具修理   

 菱の門西方土塀 目地塗替、壁一部塗替、軒塗替   
 カの櫓北方土塀 目地塗替、壁一部塗替、軒塗替   

昭和 60(1985) 乾小天守 壁塗替(北)、火灯窓黒漆塗替   

 太鼓櫓 目地塗替、壁・軒一部塗替   
 ぬの門 目地塗替、壁一部塗替、門錺金具修理   
 リの二渡櫓 目地塗替、壁一部塗替   

新：第３章（P.50）
修正箇所の新旧対照
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修理年度 概 要 

昭和 30(1955) りの門、太鼓櫓北方土塀、帯の櫓(同下石垣含む) の修理(昭和 27～)、帯郭櫓北方土塀、との一門、ト

の櫓、との四門東方・西方土塀の修理(昭和 28～)及びトの櫓南方土塀、との一門東方土塀、ちの門附旧番

所(同下石垣含む)、井郭櫓、井郭櫓南方土塀の修理(昭和 29～)完了。 

昭和 31～38 

(1956～1963) 

天守群（大天守、西小天守、乾小天守、東小天守、イ・ロ・ハ・ニの渡櫓、附台所の修理。 

昭和 37～38 

(1962～1963) 

折廻り櫓、備前門、水の一門、水の一門北方築地塀、水の一門西方土塀、イの渡櫓南方土塀、水の二門、

ニの櫓、ニの櫓南方土塀、水の五門南方土塀(昭和 31 年度に一時解体)、への門、への門東方・西方土塀

の修理。 

昭和 39(1964) 修理工事完成記念式典を備前丸にて開催。大天守旧礎石の保存工事(「天守の庭」整備)。 

 

表：昭和 48 年度～令和５年度までの国指定建造物の保存修理 

修理年度 国庫補助 工事内容 市単費 工事内容 

昭和 48(1973)   大天守 一重腰壁塗替 

昭和 49(1974)   帯の櫓 壁一部塗替 
   ロの櫓東方土塀 目地塗替、壁塗替 

第 １ 期 ２ヶ年計画    

昭和 50(1975) 菱の門南方土塀 解体修理（石垣含む）[調査・解体] リの一渡櫓 壁一部塗替 

昭和 51(1976) 菱の門南方土塀 解体修理（石垣含む）[復旧] 化粧櫓東方土塀
（指定外） 

目地塗替、壁塗替 

第 ２ 期 ２ヶ年計画    

昭和 52(1977)  乾小天守 懸魚、破風塗替 ロの西方土塀 目地塗替、壁塗替 
 ホの櫓 目地塗替   
 への渡櫓 北面瓦差替、目地塗替   

昭和 53(1978) イの渡櫓（重文） 丸瓦葺替、目地塗替、壁塗替 リの一渡櫓 壁一部塗替 
 ロの渡櫓（重文） 棟目地塗替 チの櫓 壁一部塗替 

 イの渡櫓（国宝） 目地塗替 にの門北方土塀 
（指定外） 

屋根解体修理、壁塗
替、狭間８ヶ所復元 

 東小天守 懸魚・破風塗替   

 にの門 瓦一部葺替(北面庇) 、目地塗替、壁塗替(北)、
土台取替(北)  

  

第 ３ 期 ２ヶ年計画    

昭和 54(1979)  菱の門 瓦一部葺替(北)、目地塗替、野地板取替、垂木一

部取替 

ルの櫓 壁一部塗替 

 菱の門東方土塀 東方瓦差替、目地塗替、垂木一部取替、壁塗替 大天守 懸魚一部塗替 

昭和 55(1980) 化粧櫓 目地塗替、懸魚・破風塗替 西の丸 仮設廊下 

 カの渡櫓 目地塗替 大天守 最上階東南壁塗替 
 ヌの櫓 瓦葺替(唐破風)、目地塗替、懸魚・破風塗替   
 ヨの渡櫓（東部､中

央部） 

瓦差替(堀側)、目地塗替、野地板取替   

第 ４ 期 ２ヶ年計画    

昭和 56(1981) ヨの渡櫓（西部） 瓦葺替[堀側中～西部取合]、目地塗替、野地板取
替 

塩櫓 壁一部塗替 

 タの渡櫓 目地塗替 大天守 堀側窓部分塗替 
 ヲの渡櫓 目地塗替   
 レの渡櫓 目地塗替、壁塗替(堀側)   

昭和 57(1982)  ワの櫓 目地塗替、壁塗替(東、北) との四門 目地塗替 
 カの櫓（半解体） 屋根全面修理(梁上解体)、壁塗替   

第 ５ 期 単年度計画    

昭和 58(1983) いの門 目地塗替、門錺金具修理 東小天守 壁塗替（東） 

 いの門東方土塀 目地塗替、壁塗替 塩櫓 腰壁塗替 

 ろの門 目地塗替、門錺金具修理   

 ロの櫓 目地塗替、壁塗替   

 ロの櫓西方土塀 目地塗替、壁塗替   

第 ６ 期 ４ヶ年計画    

昭和 59(1984)  大天守 一階壁一部塗替(南、西)   

 水五門南方土塀 目地塗替、壁・軒一部塗替、水の四門錺金具修理、
木部一部補修 

  

 りの門 目地塗替、木部補修、門錺金具修理   

 菱の門西方土塀 目地塗替、壁一部塗替、軒塗替   
 カの櫓北方土塀 目地塗替、壁一部塗替、軒塗替   

昭和 60(1985) 乾小天守 壁塗替(北)、火灯窓黒漆塗替   

 太鼓櫓 目地塗替、壁・軒一部塗替   
 ぬの門 目地塗替、壁一部塗替、門錺金具修理   
 リの二渡櫓 目地塗替、壁一部塗替   

旧：第３章（P.50）
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第２項 特別史跡姫路城跡の事業実施状況 

「四者協定」、「旧基本構想」、「基本構想」及び「整備基本計画」に基づいて実施してきた主な事業の

実施状況と本計画との関連をまとめると表のとおりとなる。 

 

表：これまでの主な事業の推移と本計画との関連 

特別史跡姫路城跡整備管理方針 

(四者協定・昭和 44 年) 

特別史跡姫路城跡整備基本構想 

(旧基本構想・昭和 61 年) 
番号 地域名 整備方針 昭和 61 年度時点 

14 内堀公園区域 公園計画促進と環境美化 

城郭庭園計画 

①本丸（備前丸跡）整備 

②迎賓館の移転 

③御居城跡庭園整備 

④向御屋敷跡公園整備 

13 動物園 － 
⑤作事場庭園整備 

⑥動物園の移転 

－ Ａ地区 昭和 46 年度を目処に公園緑地計画を推進 － ⑦桜門橋の架替 

－ － － 姫山公園整備計画 ⑧庭園整備事業 

7 西南三角地帯 既設建物の全面撤去、公園計画の早期推進 

城郭庭園計画 

⑨西御殿跡庭園整備 

⑩管理事務所の移転 

12 法務庁舎以南地区 将来公園緑地化する 
⑪東御殿跡庭園整備 

⑫駐車場整備 

9 姫路拘置所 将来公園緑地化する ⑬図書館・文学館建設 

10 城北地区 
建物は撤去し、公園緑地化の早期推進を図
る 文芸の杜公園整備計画 

⑭福祉施設の移転 

⑮自動車学校の移転 

⑯保健所跡地の公園整備 

11 姫路市役所及び南側空地 将来公園緑地化する ⑰－ 

19 Ａ地区 
昭和 46 年度を目処に公園緑地計画を推進
する 

家老屋敷庭園計画 

⑱物件移転 

⑲家老屋敷庭園整備 
 

3 市民グランド地区 
公園計画の推進により東側既設建物を撤去
する 

イベント広場整備事業 

⑳駐車場整備 

㉑レストハウス建設 

㉒イベント広場整備 

1 大手前公園 環境・景観の美化 大手前公園整備事業 ㉓環境・景観の美化 

4 白鷺中学校、城南小学校 現状のまま環境・景観の美化を図る 
施設ゾーン整備事業（大イ

ベントゾーン） 
㉔㉕㉖大イベントゾーン 5 神姫バス車庫 － 

2 県立姫路ろう学校 将来公園緑地化する 

6 
県有地（財務事務所
他） 

庁舎移転後姫山住宅撤去。その移転先として鉄筋 4

階公営住宅とＡ地区移転者住宅の建設を認める 
－ ㉗－ 

－ B・C地区 長期で整備を図る地域 － 

㉘㉙都市機能補充事業 
－ D 地区 

姫路城との調和を考慮し、Ａ地区の居住者

を収容、集約立体化を図り整理する 
－ 

－ 大手前道路 － 歩行者優先道路として整備 ㉚－ 

－ 城南線 － 東西方向の主要交通動線 
㉛船場川線、内環状北線の整備に

より長期的には歩行者優先空

間として整備 

17 南部土塁 
外側：国道 2号の拡幅促進 
内側：不法占拠建物撤去、公園緑地化 

南部土塁整備事業 ㉜移転・土塁、遊歩道の整備 

8 姫豊線以東地区 現状のまま環境の美化を図る 
施設ゾーン整備事業 
（東部施設ゾーン） 

㉝国立姫路病院（姫路医療
センター） 

㉞淳心学院 

㉟県立東高等学校 

㊱賢明女子学院 

㊲姫路警察署 

㊳関西電力変電所 

㊴しらさぎ大和会館 

㊵馬場跡の復元 

－ 
県道砥堀・本町線（旧

姫豊線） 
－ 

史跡内駐車場のアクセスと

して利用 

㊶環状道路網の整備と共に通過交

通は排除。 

15 東部中堀 堀の復元等による環境美化 東部中堀還流事業 ㊷しゅんせつ護岸工事 

16 その他の堀 保全と環境美化 

船場川整備事業 ㊸護岸工事 

－ ㊹還流設備工事 

－ ㊺野里門跡の史跡化 

18 その他の土塁 保全と環境美化 － ㊻－ 

－ － － 電柱地中化事業 ㊼特別史跡内の電柱地中化 

新：第５章（P.138、139）
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特別史跡姫路城跡整備基本計画 

（整備基本計画・平成 23 年） 
本計画 

平成 23 年度時点 区域名 現状 
①未着手 

本丸等区域 
備前丸 

②迎賓館として利用中 元位置で迎賓館として利用 

③「千姫ぼたん園」として整備（平成 5年 4月） 

三の丸区域 

千姫ぼたん園 

④三の丸広場をイベント等に活用。一部街路表示 三の丸広場、大路の遺構表示 

⑤⑥未着手 動物園 

⑦暫定的に木橋風に架ける（平成 18 年度） 内堀区域 桜門橋 

⑧未着手 姫山公園区域 姫山公園 

⑨好古園として整備（平成 4年 4月） 
好古園区域 好古園として維持・管理 

⑩内曲輪に姫路城防災センター(管理事務所併設)を整備(平成 14 年度)  

⑪「城見台公園」、芝生広場として整備。街路表示済み 

中曲輪北中部区
域 

城見台公園、芝生広場 

⑫「城の北駐車場」として整備（平成 7年度） 城の北駐車場 

⑬「日本城郭研究センター」を整備。 
城北地区は「シロトピア記念公園」（平成 2年度）として整備 

日本城郭研究センター、シロトピア記念
公園 

⑭白鷺園移転(平成 14 年度)、国立姫路病院官舎移転(平成 15 年度) 白鷺園保育所として継続利用 

⑮未着手 姫路中央自動車学院として継続利用 

⑯「県立歴史博物館」を整備 県立歴史博物館 

⑰「市立美術館」を整備、旧保健所跡の公園整備(平成 8年度) 市立美術館 

⑱169 件の移転完了（平成 18 年 7月） 

中曲輪南部区域 

家老屋敷跡公園 ⑲家老屋敷の西部の区域で、中の門から桜門に至る大路の復元、屋敷割りの遺

構表示。城南線で確認した厩跡は道路上に遺構表示。便益施設４棟建設 

⑳㉑㉒大手門駐車場として一部暫定利用 
 
大手門駐車場 

 

㉓大手前公園再整備（平成 18 年～平成 21 年度） 大手前公園、地下駐車場 

㉔整備未着手 白鷺小中学校として継続利用 

㉕整備未着手 神姫バス車庫として継続利用 

㉖県立姫路ろう学校の現地再建を昭和 52 年に許可 県立聴覚支援学校として継続利用 

㉗県営住宅撤去（平成 21 年度） 臨時駐車場として暫定利用 

㉘未着手 住宅等利用、本町商店街、一部物件移転 

㉙お城本町地区市街地再開発事業で「イーグレひめじ」整備(平成 13 年 7

月) 
イーグレひめじ 

㉚－ 大手前道路（市道幹 1 号線）、歩道の再整備 

㉛路線変更による武者溜まりの造成、街路遺構表示 
 
城南線 
 

㉜143 件の物件移転は完了（平成 4年 3月） 土塁際街路を整備 

㉝平成 15 年度に建物を更新整備 

中曲輪東部区域 

姫路医療センター 

㉞平成 18 年度に建物を更新整備 学校法人淳心学院 

㉟耐震補強、100 周年記念会館整備 県立姫路東高等学校 

㊱－ 賢明女学院 

㊲特別史跡指定区域外に移転（平成 21 年度） 駐車場として暫定利用 

㊳－ 関西電力変電所 

㊴平成 14 年度に建物を更新整備 しらさぎ大和会館 

㊵未着手 姫路東高校、姫路医療センター 

㊶－ 県道砥堀本町線 

㊷延長約 1,000ｍを整備（平成 4年 3月） 東部中堀 継続して保守・管理 

㊸昭和 62 年度から平成 5年度に河川整備を実施 船場川 継続して保守・管理 

㊹堀の浚渫・北部中堀の環境整備を実施（平成 10 年） 北部・西部中堀 船場川沿いを「千姫の小径」として再整備 

㊺野里門跡西部を追加指定（平成 13 年 1月）。 

物件を撤去し北部中堀の環境整備を実施（平成 19 年度） 
野里門跡 県道・民地部分は未着手 

㊻－ 土塁 
東部土塁、保全のため、一部土塁上の樹
木を伐採 

㊼昭和 61 年から 63 年に実施 電線地中化 大手前通以西は未着手 
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第２項 特別史跡姫路城跡の事業実施状況 

「四者協定」、「旧基本構想」、「基本構想」及び「整備基本計画」に基づいて実施してきた主な事業の

実施状況と本計画との関連をまとめると表のとおりとなる。 

 

表：これまでの主な事業の推移と本計画との関連 

特別史跡姫路城跡整備管理方針 

(四者協定・昭和 44 年) 

特別史跡姫路城跡整備基本構想 

(旧基本構想・昭和 61 年) 
番号 地域名 整備方針 昭和 61 年度時点 

14 内堀公園区域 公園計画促進と環境美化 

城郭庭園計画 

①本丸（備前丸跡）整備 

②迎賓館の移転 

③御居城跡庭園整備 

④向御屋敷跡公園整備 

13 動物園 － 
⑤作事場庭園整備 

⑥動物園の移転 

－ Ａ地区 昭和 46 年度を目処に公園緑地計画を推進 － ⑦桜門橋の架替 

－ － － 姫山公園整備計画 ⑧庭園整備事業 

7 西南三角地帯 既設建物の全面撤去、公園計画の早期推進 

城郭庭園計画 

⑨西御殿跡庭園整備 

⑩管理事務所の移転 

12 法務庁舎以南地区 将来公園緑地化する 
⑪東御殿跡庭園整備 

⑫駐車場整備 

9 姫路拘置所 将来公園緑地化する ⑬図書館・文学館建設 

10 城北地区 
建物は撤去し、公園緑地化の早期推進を図
る 文芸の杜公園整備計画 

⑭福祉施設の移転 

⑮自動車学校の移転 

⑯保健所跡地の公園整備 

11 姫路市役所及び南側空地 将来公園緑地化する ⑰－ 

19 Ａ地区 
昭和 46 年度を目処に公園緑地計画を推進
する 

家老屋敷庭園計画 

⑱物件移転 

⑲家老屋敷庭園整備 
 

3 市民グランド地区 
公園計画の推進により東側既設建物を撤去
する 

イベント広場整備事業 

⑳駐車場整備 

㉑レストハウス建設 

㉒イベント広場整備 

1 大手前公園 環境・景観の美化 大手前公園整備事業 ㉓環境・景観の美化 

4 白鷺中学校、城南小学校 現状のまま環境・景観の美化を図る 
施設ゾーン整備事業（大イ

ベントゾーン） 
㉔㉕㉖大イベントゾーン 5 神姫バス車庫 － 

2 県立姫路ろう学校 将来公園緑地化する 

6 
県有地（財務事務所
他） 

庁舎移転後姫山住宅撤去。その移転先として鉄筋 4

階公営住宅とＡ地区移転者住宅の建設を認める 
－ ㉗－ 

－ B・C地区 長期で整備を図る地域 － 

㉘㉙都市機能補充事業 
－ D 地区 

姫路城との調和を考慮し、Ａ地区の居住者

を収容、集約立体化を図り整理する 
－ 

－ 大手前道路 － 歩行者優先道路として整備 ㉚－ 

－ 城南線 － 東西方向の主要交通動線 
㉛船場川線、内環状北線の整備に

より長期的には歩行者優先空

間として整備 

17 南部土塁 
外側：国道 2号の拡幅促進 
内側：不法占拠建物撤去、公園緑地化 

南部土塁整備事業 ㉜移転・土塁、遊歩道の整備 

8 姫豊線以東地区 現状のまま環境の美化を図る 
施設ゾーン整備事業 
（東部施設ゾーン） 

㉝国立姫路病院（姫路医療
センター） 

㉞淳心学院 

㉟県立東高等学校 

㊱賢明女子学院 

㊲姫路警察署 

㊳関西電力変電所 

㊴しらさぎ大和会館 

㊵馬場跡の復元 

－ 
県道砥堀・本町線（旧

姫豊線） 
－ 

史跡内駐車場のアクセスと

して利用 

㊶環状道路網の整備と共に通過交

通は排除。 

15 東部中堀 堀の復元等による環境美化 東部中堀還流事業 ㊷しゅんせつ護岸工事 

16 その他の堀 保全と環境美化 

船場川整備事業 ㊸護岸工事 

－ ㊹還流設備工事 

－ ㊺野里門跡の史跡化 

18 その他の土塁 保全と環境美化 － ㊻－ 

－ － － 電柱地中化事業 ㊼特別史跡内の電柱地中化 

旧：第５章（P.138、139）
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特別史跡姫路城跡整備基本計画 

（整備基本計画・平成 23 年） 
本計画 

平成 23 年度時点 区域名 現状 
①未着手 

本丸等区域 
備前丸 

②迎賓館として利用中 元位置で迎賓館として利用 

③「千姫ぼたん園」として整備（平成 5年 4月） 

三の丸区域 

千姫ぼたん園 

④三の丸広場をイベント等に活用。一部街路表示 三の丸広場、大路の遺構表示 

⑤⑥未着手 動物園 

⑦暫定的に木橋風に架ける（平成 18 年度） 内堀区域 桜門橋 

⑧未着手 姫山公園区域 姫山公園 

⑨好古園として整備（平成 4年 4月） 
好古園区域 好古園として維持・管理 

⑩内曲輪に姫路城防災センター(管理事務所併設)を整備(平成 14 年度)  

⑪「城見台公園」、芝生広場として整備。街路表示済み 

中曲輪北中部区
域 

城見台公園、芝生広場 

⑫「城の北駐車場」として整備（平成 7年度） 城の北駐車場 

⑬「日本城郭研究センター」を整備。 
城北地区は「シロトピア記念公園」（平成 2年度）として整備 

日本城郭研究センター、シロトピア記念
公園 

⑭白鷺園移転(平成 14 年度)、国立姫路病院官舎移転(平成 15 年度) 白鷺園保育所として継続利用 

⑮未着手 姫路中央自動車学院として継続利用 

⑯「県立歴史博物館」を整備 県立歴史博物館 

⑰「市立美術館」を整備、旧保健所跡の公園整備(平成 8年度) 市立美術館 

⑱169 件の移転完了（平成 18 年 7月） 

中曲輪南部区域 

家老屋敷跡公園 ⑲家老屋敷の西部の区域で、中の門から桜門に至る大路の復元、屋敷割りの遺

構表示。城南線で確認した厩跡は道路上に遺構表示。便益施設４棟建設 

⑳㉑㉒大手門駐車場として一部暫定利用 
 
大手門駐車場 

 

㉓大手前公園再整備（平成 18 年～平成 21 年度） 大手前公園、地下駐車場 

㉔整備未着手 白鷺小中学校として継続利用 

㉕整備未着手 神姫バス車庫として継続利用 

㉖県立姫路ろう学校の現地再建を昭和 52 年に許可 県立聴覚支援学校として継続利用 

㉗県営住宅撤去（平成 21 年度） 臨時駐車場として暫定利用 

㉘未着手 住宅等利用、本町商店街、一部物件移転 

㉙お城本町地区市街地再開発事業で「イーグレひめじ」整備(平成 13 年 7

月) 
イーグレひめじ 

㉚－ 大手前道路（市道幹 1 号線）、歩道の再整備 

㉛路線変更による武者溜まりの造成、街路遺構表示 
 
城南線 
 

㉜143 件の物件移転は完了（平成 4年 3月） 土塁際街路を整備 

㉝平成 15 年度に建物を更新整備 

中曲輪東部区域 

姫路医療センター 

㉞平成 18 年度に建物を更新整備 学校法人淳心学院 

㉟耐震補強、100 周年記念会館整備 県立姫路東高等学校 

㊱－ 賢明女学院 

㊲特別史跡指定区域外に移転（平成 21 年度） 駐車場として暫定利用 

㊳－ 関西電力変電所 

㊴平成 14 年度に建物を更新整備 しらさぎ大和会館 

㊵未着手 姫路東高校、姫路医療センター 

㊶－ 県道砥堀本町線 

㊷延長約 1,000ｍを整備（平成 4年 3月） 東部中堀 継続して保守・管理 

㊸昭和 62 年度から平成 5年度に河川整備を実施 船場川 継続して保守・管理 

㊹堀の浚渫・北部中堀の環境整備を実施（平成 10 年） 北部・西部中堀 船場川沿いを「千姫の小径」として再整備 

㊺野里門跡西部を追加指定（平成 13 年 1月）。 

物件を撤去し北部中堀の環境整備を実施（平成 19 年度） 
野里門跡 県道・民地部分は未着手 

㊻－ 土塁 
東部土塁、保全のため、一部土塁上の樹
木を伐採 

㊼昭和 61 年から 63 年に実施 電線地中化 大手前通以西は未着手 
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３．計画を推進する人材の育成 

（１）調査研究に関わる人材 

文化財保護においては、姫路城と直接関わる史跡・建造物・埋蔵文化財（考古）・文献等の専門職員の

育成が必須となる。近年では、調査研究能力だけでなく、情報発信に伴うコミュニケーション力、活用

や整備におけるマネジメント力の向上も求められている。本市には市立美術館や姫路文学館に所属する

美術や工芸・文学の学芸員もいることから、専門分野や組織の枠を超え、本計画を推進するうえで必要

な専門知識を有す職員の計画的な育成を図っていく。 

 

（２）保存管理、活用、整備に関わる人材 

特別史跡の保存管理は、文化財の防災や保護と直結する職務であり、十分な知識と経験が求められる。

文化財を適切に保護していくために必要な管理職員の人材育成と仕組みづくりを進めていく。 

活用や整備の実施にあたっては、文化財を保護しながら価値や魅力を高めていく必要があるため、観

光・企画・建築・土木職等においても世界文化遺産であることを意識し、実践できる人材が必要不可欠

である。行政内部においても姫路城に関する研修等を通じて、本計画を推進できる人材の育成を図る。 

 

（３）サイトマネージャー 

姫路城は世界遺産であり、その保存と活用はまちづくりに直結するものである。そのため、様々な分

野との連携が必要となり、各分野を横断的に調整し事業を推進できるサイトマネージャーの重要性が高

まっている。現在、本市には、そのような役割を担える人材や体制は十分でないため、姫路城のある歴

史文化的空間づくりを進める事業推進体制を構築するとともに、事業を進捗させながら、世界遺産のサ

イトマネージャーを担える人材・組織の育成に取り組んでいく。 

 

４．ガイドの育成 

現在の姫路城シルバー観光ガイド、姫路城外国語ガイド協会、姫路城定時ガイドによるガイド機能の

充実を図っていくとともに、調査研究や修理成果を還元する研修等を行い、ガイド内容の更新や質の向

上を図っていく。また、市民や民間と協力し、本計画区域全体の案内が可能なガイドの育成を進める方

策を検討していく。 

 

５．地域の担い手の育成 

姫路城のある歴史文化的空間の継承にあたっては、文化財の大規模な保存修理だけでなく、日々の暮

らしに根付いた様々な活動の積み重ねが重要である。姫路城をはじめとする文化財や姫路の歴史、文化、

あるいは播磨地域の歴史や文化などについて、児童、生徒等に対する学校教育や、公民館、城郭研究室、

市立生涯学習大学校等で開催する講座などの社会教育等を通じ、姫路城への愛着心や地域への誇りの醸

成を図るとともに、姫路城に関わるボランティア活動や地域における活動といった、自らが主体となっ

て文化財や地域を守り、見学者らと関わる機会を通じて、次世代を担う人材の育成を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

新：第１０章（P.324）
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である。行政内部においても姫路城に関する研修等を通じて、本計画を推進できる人材の育成を図る。 

 

（３）サイトマネージャー 

姫路城は世界遺産であり、その保存と活用はまちづくりに直結するものである。そのため、様々な分

野との連携が必要となり、各分野を横断的に調整し事業を推進できるサイトマネージャーの重要性が高

まっている。現在、本市には、そのような役割を担える人材や体制は十分でないため、姫路城のある歴

史文化的空間づくりを進める事業推進体制を構築するとともに、事業を進捗させながら、世界遺産のサ

イトマネージャーを担える人材・組織の育成に取り組んでいく。 

 

４．ガイドの育成 

現在の姫路城シルバー観光ガイド、姫路城外国語ガイド協会、姫路城定時ガイドによるガイド機能の

充実を図っていくとともに、調査研究や修理成果を還元する研修等を行い、ガイド内容の更新や質の向

上を図っていく。また、市民や民間と協力し、本計画区域全体の案内が可能なガイドの育成を進める方

策を検討していく。 

 

５．地域の担い手の育成 

姫路城のある歴史文化的空間の継承にあたっては、文化財の大規模な保存修理だけでなく、日々の暮

らしに根付いた様々な活動の積み重ねが重要である。姫路城をはじめとする文化財や姫路の歴史、文化、

あるいは播磨地域の歴史や文化などについて、児童、生徒等に対する学校教育や社会教育等を通じ、姫

路城への愛着心や地域への誇りの醸成を図るとともに、姫路城に関わるボランティア活動や地域におけ

る活動といった、自らが主体となって文化財や地域を守り、見学者らと関わる機会を通じて、次世代を

担う人材の育成を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

旧：第１０章（P.324）


